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１ 本会議の目的

下越圏域の現状を関係者間で共有し、持続可能な地域医療

提供体制の確保に向けた課題やその解決策について協議する。
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２ 下越圏域の医療提供体制
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村上市
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聖籠町

※病床数はR8.4.1時点
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医療機関施設名

① 山北徳新会病院

② 厚生連村上総合病院

③ 村上記念病院

④ 県立坂町病院

医療機関施設名

⑤ 中条中央病院

医療機関施設名

⑥ 北越病院

⑦ 県立新発田病院

⑧ 竹内病院

⑨ 新発田リハビリテーション病院

医療機関施設名

⑩ 新潟手の外科研究所病院

⑪ 新潟聖籠病院

番
号

医療機関施設名
病床数 （参考）

築年数合計 機能別病床数

①山北徳新会病院 60 慢性期： 60 27

②厚生連村上総合病院 199 
急性期： 150
回復期： 49

5

③村上記念病院 60 慢性期： 60 39

④県立坂町病院 99 
急性期： 51
回復期： 48

32

⑤中条中央病院 90 
急性期： 43
回復期： 47

35

⑥北越病院 55 回復期： 55 41

⑦県立新発田病院 470 
高度急性期：26
急性期： 392
回復期： 52

19

⑧竹内病院 30 急性期： 30 35

⑨
新発田リハビリテーション
病院

240 
回復期： 180 
慢性期：   60

20

⑩
新潟手の外科研究所
病院

50 急性期： 50 13

⑪新潟聖籠病院 240 
回復期： 60
慢性期： 180

9

有床診療所 38 

病床数 合計 1,631 
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３-１ 下越圏域の人口

○ 下越圏域全体の人口は既に20万人を下回り、2025年から2040年までの15年間で、約36.0千人（全体の約

19%）減少すると推計されている。

○ 一方、85歳以上の人口は、同期間で約3.6千人増加し、2040年頃にピークを迎える推計となっている。

参照：国勢調査（総務省）、『日本の地域別将来推計人口』（令和５（2023）年推計）（国立社会保障・人口問題研究所）

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

総数 200,610 186,953 174,823 162,838 150,934 139,220 127,902

85歳以上 14,030 14,340 14,160 16,651 17,939 17,105 15,825

75～84歳 22,456 25,473 27,703 24,691 21,551 20,253 20,588

65～74歳 33,228 29,419 25,375 23,596 23,788 23,554 21,204

15～64歳 108,723 98,462 91,544 83,951 74,803 66,439 59,488

0～14歳 22,173 19,259 16,041 13,949 12,853 11,869 10,797
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年
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年

合計 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

85歳以上 7% 8% 8% 10% 12% 12% 12%

75～84歳 11% 14% 16% 15% 14% 15% 16%

65～74歳 17% 16% 15% 14% 16% 17% 17%

15～64歳 54% 53% 52% 52% 50% 48% 47%

0～14歳 11% 10% 9% 9% 9% 9% 8%
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３-２ 下越圏域を取り巻く環境（人口構造の変化）

資料：R7.7.4 第116回社会保障審議会医療部会 資料１（厚生労働省）

○ 現在の人口規模が同じような地域（15万～20万人の二次医療圏）であっても、2040年までの人口減少の度合い

には地域差があり、下越圏域は相対的に減少率が大きい。（32圏域中、減少率が大きい方から11番目。）
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３-３ 医療と介護の複合ニーズの増加

○ 国の分析によれば、要介護認定率は、年齢が上がるにつれ上昇し、特に、85歳以上で上昇する。

○ 85歳以上人口の増加により、医療と介護の複合ニーズを持つ者が今後より一層多くなることが見込まれる。

資料：R6.3.29 第１回新たな地域医療構想等に関する検討会 資料２（厚生労働省）
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３-４ 下越圏域、県全体の入院患者数（千人）

参照：患者調査（H26,H29,R2,R5）、日本の地域別将来推計人口（令和５年推計） 8

24.3 24.2 

21.1 
19.9 19.8 

18.7 
17.7 

16.6 
15.5 

14.5 

2.3 2.4 2.3 2.2 2.2 2.0 1.9 1.7 1.6 1.5 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

県全体の入院患者数 下越圏域の入院患者数

（千人）

〇 下越圏域の入院患者数はR2年に減少した後、新型コロナウイルス感染症拡大前の患者数に戻らず、その後も減少
傾向が続いている。県全体も同様のトレンドとなっている。
〇 また、下越圏域の入院患者数はR5年からR22年にかけて22.7％減少する推計となっており、県全体の入院患者数
の減少率（16.6％）と比較すると、下越圏域の方が6.1%高い減少率となっている。

実績 推計

R5–R22の減少率▲16.6%

R5–R22の減少率▲22.7%



３-５ 下越圏域、県全体の入院患者数（年齢階級別の割合）

参照：患者調査（H26,H29,R2,R5）、日本の地域別将来推計人口（令和５年推計） 9

下越圏域の入院患者（年齢階級別の割合） 県全体の入院患者（年齢階級別の割合）

〇 下越圏域の入院患者のうち75歳以上の割合は県全体を上回っており、R5年には65％に達している。
〇 下越圏域においては、85歳以上の入院患者の割合が、県全体よりも早いR17年に全体の４割に達する推計となっ
 ている。

実績 推計
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３-６ 県の外来患者数（千人）

参照：患者調査（H26,H29,R2,R5）、日本の地域別将来推計人口（令和５年推計） 10

（千人）

〇 外来患者数の実績をみると減少傾向にあり、今後もさらに減少していくことが見込まれる。
〇 特に75歳以上の割合は、R5年に全体の３割を超えており、今後さらにその割合が増加していくことが見込まれる。

実績 推計
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４-１ 下越圏域の病床数の状況

〇 下越圏域の病床数の推移をみるとH29報告(R28年度)に増床した後、R2報告(R1年度)までほぼ横ばいで推移していた
が、R3報告(R1年度)から病床数が減少し、 H29報告(R28年度)とR8.4.1(直近)を比べると全体で207床減少している。
〇 また、R8.4.1(直近)と県地域医療構想の「R7年将来推計(県独自)」を比べると、全体では57床乖離があり、急性期
病床は295床乖離があるものの、環境の変化に合わせて病床の見直しが進んでいる。

参照：病床機能報告、新潟県地域医療構想（H29.3）

a

新潟聖籠病院
開院
・急性期60床増、
 慢性期180床増

a

県立新発田病院
・高度急性期
384床→26床、
急性期
45床→403床

a
a

新発田ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院
・回復期60床、慢性期
180床→回復期180床、
慢性期60床 a

1,838

2,070 2,068 2,068 2,068 2,000
1,908

1,803
1,703

肴町病院(慢性期
105床)が介護医
療に転換
県立坂町病院
・急性期148床
→急性期97床、
 回復期51床

厚生連瀬波病院
(慢性期92床)が
介護医療院に
転換

山北徳新会病院
・急性期60床→
回復期60床

477 

499 

459 

139 

急性期
295乖離

現構想 R7将来推計
(県独自推計)

1,574
1,631

a

村上総合病院
・急性期64床減
県立新発田病院
・急性期11床減
県立坂町病院
・急性期1床減

a

県立ﾘｳﾏﾁｾﾝﾀｰ(回
復期100床)を廃止
し、県立新発田病
院にﾘｳﾏﾁ科(52床)
を新設
県立坂町病院
・急性期45床減、
  回復期3床減



H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

高齢者 1779 1830 1954 1936 1753 1921 2084 2096 2221

成人 656 616 660 642 562 534 506 574 562

小児 137 111 117 142 88 100 87 118 115

計 2572 2557 2731 2720 2403 2555 2677 2788 2898
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2403
2555 2677 2788 2898
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村上市消防

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

高齢者 3323 3411 3469 3436 3070 3144 3273 3364 3516

成人 1515 1463 1476 1368 1238 1293 1272 1263 1257

小児 424 417 407 387 276 271 379 429 413

計 5262 5291 5352 5191 4584 4708 4924 5056 5186

5262 5291 5352
5191

4584 4708
4924

5056
5186
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新発田地域広域消防

４-２ 下越圏域の年齢階級別救急搬送人員、所要時間の推移※救急病院等への搬送に限る

○ 救急搬送は増加傾向にあるが、新発田地域広域消防ではコロナ前の件数を下回っている。

○ 高齢者（65歳以上）の搬送人員が増加している一方で、小児・成人（65歳未満）は減少傾向で推移している。

○ 覚知から医療機関等に収容するまでに要した時間については、H28年とR6年を比べると微増している。

参照：新潟県福祉保健部地域医療政策課調べ、消防防災年表（県） 12

(人) (人)

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

47.0 48.3 50.1 50.1 50.3 52.3 53.3 52.0 51.0 

収容所要時間状況（覚知から医療機関等に収容するまでに要した時間） 収容所要時間状況（覚知から医療機関等に収容するまでに要した時間）

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

38.3 39.2 39.3 38.3 39.8 42.1 44.2 41.5 41.0 



消防本部所在地

下越 新潟 県央 中越 魚沼 上越 佐渡 合計

医
療
機
関
所
在
地

下越 8,541 1,112 16 1 0 0 0 9,670 

新潟 337 45,431 932 64 16 7 16 46,803 

県央 3 385 8,923 63 1 3 0 9,378 

中越 6 68 651 19,502 362 60 2 20,651 

魚沼 0 0 1 47 7,940 15 0 8,003 

上越 0 0 2 25 21 13,048 0 13,096 

佐渡 0 0 0 0 0 0 2,706 2,706 

県外 44 14 0 1 4 124 0 187 

医療機関以外 0 0 0 0 1 0 0 1 

合計 8,931 47,010 10,525 19,703 8,345 13,257 2,724 110,495 

消防本部所在地

下越 新潟 県央 中越 魚沼 上越 佐渡 合計

医
療
機
関
所
在
地

下越 95.6% 2.4% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.8%

新潟 3.8% 96.6% 8.9% 0.3% 0.2% 0.1% 0.6% 42.4%

県央 0.0% 0.8% 84.8% 0.3% 0.0% 0.0% 0.0% 8.5%

中越 0.1% 0.1% 6.2% 99.0% 4.3% 0.5% 0.1% 18.7%

魚沼 0.0% 0.0% 0.0% 0.2% 95.1% 0.1% 0.0% 7.2%

上越 0.0% 0.0% 0.0% 0.1% 0.3% 98.4% 0.0% 11.9%

佐渡 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 99.3% 2.4%

県外 0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.9% 0.0% 0.2%

医療機関以外 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
13

○ 下越圏域の救急搬送の完結率は95.6%と、9.5割以上は圏域内で完結し、約0.4割は新潟圏域に行っている。

４-３ R6年医療圏別搬送状況（全日）

参照：令和６年救急患者搬送先医療機関調査（県）
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４-４ 病院の救急車の受入件数

○ 直近のR5年の救急車の受入件数について、県立新発田病院が5,720件、次いで村上総合病院が1,772件と受入件数

が多い。

○ H27年とR5年を比べると、救急車の受入件数が570台増えている。

H27
(H28報
告)

H28
(H29報
告)

H29
(H30報
告)

H30
(R1報告)

R1
(R2報告)

R2
(R3報告)

R3
(R4報告)

R4
(R5報告)

R5
(R6報告)

R5(R6報告)と
H27(H28報
告)との差

新潟県立新発田病院 5,883 6,142 6,068 6,066 5,761 5,510 5,456 5,433 5,720 ▲ 163

厚生連村上総合病院 1,391 1,341 1,375 1,421 1,334 1,293 1,490 1,669 1,772 381

新潟県立坂町病院 558 702 614 643 538 473 524 616 644 86

中条中央病院 306 244 257 213 200 171 ー 242 248 ▲ 58

新潟手の外科研究所病院 236 228 205 218 215 225 214 254 233 ▲ 3

山北徳新会病院 154 164 289 175 170 165 195 211 226 72

新発田リハビリテーション病院 0 0 0 0 0 8 92 243 153 153

新潟聖籠病院 ー 0 0 ー 68 55 95 57 74 74

北越病院 46 46 41 47 34 52 0 130 73 27

竹内病院 5 2 4 6 4 2 3 8 8 3

村上記念病院 3 0 6 8 2 0 7 3 1 ▲ 2

合計 8,582 8,869 8,859 8,797 8,326 7,954 8,076 8,866 9,152 570

※データなし：－にて記載

参照：病床機能報告
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参照：令和５年度DPCの評価・検証等に係る調査「退院患者調査」（厚生労働省）

４-５-１ R5年 MDC別DPC傷病名（上位10傷病）

〇 新発田病院では、肺の悪性腫瘍、狭心症、慢性虚血性心疾患、脳梗塞の患者を多く診ている。
〇 村上総合病院では、胃の悪性腫瘍、脳梗塞、肺炎等の患者を多く診ている。
〇 坂町病院では、白内障、水晶体の疾患、鼠径ヘルニア、肺炎等の患者を多く診ている。
〇 中条中央病院では、肺炎等、前腕の骨折、誤嚥性肺炎の患者を多く診ている。

新潟県立新発田病院 厚生連村上総合病院 新潟県立坂町病院 中条中央病院

DPC傷病名 件数 DPC傷病名 件数 DPC傷病名 件数 DPC傷病名 件数

肺の悪性腫瘍 462胃の悪性腫瘍 107白内障、水晶体の疾患 60肺炎等 20

狭心症、慢性虚血性心疾
患

369脳梗塞 100鼠径ヘルニア 39前腕の骨折 19

脳梗塞 367肺炎等 100肺炎等 37誤嚥性肺炎 16

頻脈性不整脈 205心不全 100誤嚥性肺炎 35

肺炎等 199膵臓、脾臓の腫瘍 69心不全 35

股関節・大腿近位の骨折 199
胆管（肝内外）結石、胆
管炎

48腎臓又は尿路の感染症 34

胆管（肝内外）結石、胆
管炎

192鼠径ヘルニア 46前庭機能障害 20

胃の悪性腫瘍 191誤嚥性肺炎 45
直腸肛門（直腸Ｓ状部か
ら肛門）の悪性腫瘍

19

膀胱腫瘍 183ヘルニアの記載のない腸閉塞 44肺の悪性腫瘍 17

前立腺の悪性腫瘍 142頭蓋・頭蓋内損傷 30胃の悪性腫瘍 14
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４-５-２ R5年のMDC別 DPC傷病名（上位10傷病）

新潟手の外科研究所病院 山北徳新会病院 新発田リハビリテーション病院 新潟聖籠病院 竹内病院

DPC傷病名 件数 DPC傷病名 件数 DPC傷病名 件数 DPC傷病名 件数 DPC傷病名 件数

上肢末梢神経麻痺 426肺炎等 21
コンパートメント症候
群

25
白内障、水晶体の疾
患

43睡眠時無呼吸 27

前腕の骨折 317誤嚥性肺炎 18脳梗塞 16 肺の悪性腫瘍 10

手関節周辺の骨折・
脱臼

155
腎臓又は尿路の感染
症

15

滑膜炎、腱鞘炎、軟
骨などの炎症（上
肢）

132
胸椎、腰椎以下骨折
損傷（胸・腰髄損傷
を含む。）

14

四肢筋腱損傷 102心不全 13

肘関節周辺の骨折・
脱臼

88脳梗塞 10

詳細不明の損傷等 66

骨軟部の良性腫瘍
（脊椎脊髄を除
く。）

50

その他の筋骨格系・
結合組織の疾患

49

ガングリオン 33

〇 新潟手の外科研究所病院では、上肢末梢神経麻痺、前腕の骨折、手関節周辺の骨折・脱臼の患者を多く診ている。
〇 山北徳新会病院では、肺炎等、誤嚥性肺炎、腎臓又は尿路の感染症の患者を多く診ている。
〇 新発田リハビリテーション病院では、コンパートメント症候群、脳梗塞の患者を多く診ている。
〇 新潟聖籠病院では、白内障、水晶体の疾患の患者を多く診ている。
〇 竹内病院では、睡眠時無呼吸、肺の悪性腫瘍の患者を多く診ている。

※北越病院、村上記念病院はMDC別のデータがなかったため、掲載なし

参照：令和５年度DPCの評価・検証等に係る調査「退院患者調査」（厚生労働省）
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医療介護需要予測：各年の需要量を以下で計算し、2020年の国勢調査に基づく需要量＝100として指数化
・各年の医療需要量＝～14歳×0.6＋15～39歳×0.4＋40～64歳×1.0＋65～74歳×2.3＋75歳～×3.9
・各年の介護需要量＝40～64歳×1.0＋65～74歳×9.7＋75歳～×87.3
※出典：地域医療情報システム（日本医師会）

介護需要

医療需要

生産年齢人口

５－１ 生産年齢人口の減少

○ 下越圏域の医療介護需要の減少よりも、生産年齢人口の減少の方が早く進む。

参照：『日本の地域別将来推計人口』（令和５（2023）年推計）（国立社会保障・人口問題研究所）

医療介護需要量と生産年齢人口の減少率（下越圏域）
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実数 H26を100とした場合

H26 H28 H30 R2 R4 R6 H26 H28 H30 R2 R4 R6

新潟県 14,884 15,513 15,860 15,960 15,958 15,528 100.0 104.2 106.6 107.2 107.2 104.3

下越圏域 1,131 1,238 1,254 1,290 1,295 1,310 100.0 109.5 110.9 114.1 114.5 115.8

新潟圏域 6,356 6,665 6,896 7,055 7,002 6,648 100.0 104.9 108.5 111.0 110.2 104.6

県央圏域 1,004 1,029 1,039 968 995 1,025 100.0 102.5 103.5 96.4 99.1 102.1

中越圏域 3,178 3,322 3,398 3,337 3,372 3,326 100.0 104.5 106.9 105.0 106.1 104.7

魚沼圏域 1,059 1,057 1,101 1,101 1,148 1,127 100.0 99.8 104.0 104.0 108.4 106.4

上越圏域 1,783 1,818 1,788 1,841 1,818 1,793 100.0 102.0 100.3 103.3 102.0 100.6

佐渡圏域 373 384 384 368 328 299 100.0 102.9 102.9 98.7 87.9 80.2

５－２ 病院勤務「看護師」数の推移（実数）

○ 病院に勤務している看護師の数（実数）は、10年前と比較すると、増加している。

参照：新潟県看護関係者の現状（新潟県福祉保健部医師・看護職員確保対策課）
18



常勤（人） 常勤＋非常勤（常勤換算）

H26 H28 H30 R2 R4 R6 H26 H28 H30 R2 R4 R6

竹内病院 8 8 10 9 8 10 8.0 8.0 10.8 10.5 8.4 10.3

北越病院 14 11 14 14 16 13 14.7 12.2 14.7 15.9 31.9 15.3

県立新発田 356 404 453 430 442 460 372.6 417.6 467.3 445.2 459.6 477.6

新発田リハ 未報告 30 35 55 70 76 未報告 34.4 40.2 57.8 70.8 81.2

村上記念 21 23 21 11 18 17 21.4 23.0 21.0 11.9 18.3 17.3

県立坂町 180 110 111 114 100 107 192.9 113.0 114.1 117.1 103.1 110.8

村上総合 141 146 142 153 172 162 149.5 156.1 152.0 153.0 183.6 173.4

山北徳新会 21 22 18 19 17 23 22.8 24.8 21.3 22.6 17.6 23.6

中条中央 36 38 41 47 9 49 39.1 41.8 42.7 49.1 10.2 50.8

聖籠病院 - - 85 150 87 92 - - 87.9 157.0 91.5 97.9

手の外科 36 38 37 37 42 40 36.8 38.8 37.8 37.9 42.8 42.4

５－３ 病院勤務「看護師」数の推移（病院別）

○ 主な病院別の看護師数を見ると、増加もしくはほぼ横ばいで推移している。

参照：病床機能報告

※グレーの着色箇所は報告数値の誤りの可能性がある。

19



５－４ 病院勤務「看護師」数の推移（年齢階級別の比較）

○ 下越圏域の病院勤務の看護師数を年齢階級別にみると、10年前と比べ、25～39歳が減少し、25歳未満と40歳以上

が増加している。
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R6 H26

参照：新潟県看護関係者の現状（新潟県福祉保健部医師・看護職員確保対策課）

H26-R6比
（%）

65歳以上 545.5%

60～64歳 217.3%

55～59歳 125.1%

50～54歳 129.1%

45～49歳 162.6%

40～44歳 102.8%

35～39歳 80.2%

30～34歳 81.9%

25～29歳 97.2%

25歳未満 210.9%

20



６－１ 上越圏域での取組事例
令和８年３月 25 日 令和７年度第５回
上越地域医療構想調整会議 資料１ p8
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６－２ 上越圏域での取組事例
令和８年３月 25 日 令和７年度第５回
上越地域医療構想調整会議 資料１ p9

22



６－３ 上越圏域での取組事例

23

令和８年３月 25 日 令和７年度第５回
上越地域医療構想調整会議 資料１ p12



６－４ 上越圏域での取組事例

24

令和８年３月 25 日 令和７年度第５回
上越地域医療構想調整会議 資料１ p16



６－５ 上越圏域での取組事例
令和８年３月 25 日 令和７年度第５回
上越地域医療構想調整会議 資料１ p33

25



〇 今後、①人口減少が一層進んでいくこと、また、②85歳以上の高
齢者の増加に伴い、医療と介護の複合ニーズを持つ者が今後より一
層多くなることが見込まれること、加えて、③生産年齢人口の減少に
伴い、圏域における医療人材の高齢化など、より効率的な医療資源
の活用が求められることが想定されるなか、持続可能な地域医療提
供体制の確保に向けてどのように対応していくか。

〇 また、今後の検討に当たっては、各病院から診療に関するデータを
提供いただき、その分析結果も活用しながら、より実態に即した議論
につなげることとしてはどうか。

26

７ 意見をいただきたいポイント
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参考 新発田市の人口

参照：国勢調査（総務省）、『日本の地域別将来推計人口』（令和５（2023）年推計）（国立社会保障・人口問題研究所）

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

総数 94,927 89,876 85,041 80,128 75,114 70,048 65,061

85歳以上 5,899 6,086 6,004 7,271 7,903 7,661 7,233

75～84歳 9,746 11,394 12,599 11,398 10,225 9,616 9,895

65～74歳 15,085 13,638 12,093 11,260 11,480 11,683 10,814

15～64歳 53,102 48,895 46,016 42,840 38,689 34,725 31,281

0～14歳 11,095 9,863 8,329 7,359 6,817 6,363 5,838

94,927 
89,876 

85,041 
80,128 

75,114 
70,048 

65,061 

0
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100,000

0～14歳 15～64歳 65～74歳 75～84歳 85歳以上

2020

年

2025

年

2030

年

2035

年

2040

年

2045

年

2050

年

合計 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

85歳以上 6% 7% 7% 9% 11% 11% 11%

75～84歳 10% 13% 15% 14% 14% 14% 15%

65～74歳 16% 15% 14% 14% 15% 17% 17%

15～64歳 56% 54% 54% 53% 52% 50% 48%

0～14歳 12% 11% 10% 9% 9% 9% 9%
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10%
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60%

70%

80%

90%

100%

0～14歳 15～64歳 65～74歳

75～84歳 85歳以上

参考：年齢別の割合

（人）

○ 新発田市の人口は、2025年から2040年までの15年間で約14.8千人（全体の約16%）減少すると推計されている。 

○ 一方、85歳以上の人口は、同期間で約1.8千人増加し、2040年頃にピークを迎える推計となっている。
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参考 村上市の人口

参照：国勢調査（総務省）、『日本の地域別将来推計人口』（令和５（2023）年推計）（国立社会保障・人口問題研究所）

参考：年齢別の割合

2020

年

2025

年

2030

年

2035

年

2040

年

2045

年

2050

年

合計 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

85歳以上 8% 10% 10% 12% 14% 15% 15%

75～84歳 13% 16% 18% 17% 16% 17% 19%

65～74歳 18% 17% 16% 16% 18% 19% 18%

15～64歳 51% 49% 49% 47% 45% 43% 41%

0～14歳 10% 9% 8% 7% 7% 6% 6%

0%
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20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0～14歳 15～64歳 65～74歳

75～84歳 85歳以上

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

総数 57,418 51,987 47,270 42,763 38,466 34,422 30,615

85歳以上 4,742 4,976 4,805 5,316 5,569 5,144 4,650

75～84歳 7,559 8,086 8,478 7,349 6,231 5,917 5,888

65～74歳 10,324 8,817 7,393 6,951 6,869 6,479 5,497

15～64歳 29,273 25,577 23,016 20,275 17,255 14,648 12,653

0～14歳 5,520 4,531 3,578 2,872 2,542 2,234 1,927

57,418 

51,987 
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30,615 
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0～14歳 15～64歳 65～74歳 75～84歳 85歳以上

（人）

○ 村上市の人口は、2025年から2040年までの15年間で約13.5千人（全体の約26%）減少すると推計されている。 

○ 一方、85歳以上の人口は、同期間で約0.6千人増加し、2040年頃にピークを迎える推計となっている。
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参考 胎内市の人口

参照：国勢調査（総務省）、『日本の地域別将来推計人口』（令和５（2023）年推計）（国立社会保障・人口問題研究所）

参考：年齢別の割合

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

総数 28,509 26,359 24,473 22,643 20,825 19,004 17,257

85歳以上 2,052 2,035 2,081 2,517 2,751 2,623 2,358

75～84歳 3,275 3,817 4,173 3,697 3,107 2,834 2,845

65～74歳 4,942 4,325 3,591 3,233 3,226 3,168 2,844

15～64歳 15,269 13,702 12,631 11,454 10,149 8,933 7,913

0～14歳 2,971 2,480 1,997 1,742 1,592 1,446 1,297
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合計 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

85歳以上 7% 8% 9% 11% 13% 14% 14%

75～84歳 11% 14% 17% 16% 15% 15% 16%

65～74歳 17% 16% 15% 14% 15% 17% 16%

15～64歳 54% 52% 52% 51% 49% 47% 46%

0～14歳 10% 9% 8% 8% 8% 8% 8%
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○ 胎内市の人口は、2025年から2040年までの15年間で約5.5千人（全体の約21%）減少すると推計されている。 

○ 一方、85歳以上の人口は、同期間で約0.7千人増加し、2040年頃にピークを迎える推計となっている。
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参考 聖籠町の人口

参照：国勢調査（総務省）、『日本の地域別将来推計人口』（令和５（2023）年推計）（国立社会保障・人口問題研究所）

参考：年齢別の割合

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

総数 14,259 13,887 13,740 13,516 13,215 12,860 12,480

85歳以上 731 703 786 1,045 1,189 1,172 1,119

75～84歳 1,110 1,404 1,631 1,491 1,330 1,341 1,498

65～74歳 1,884 1,727 1,520 1,512 1,678 1,745 1,639

15～64歳 8,456 8,081 8,015 7,775 7,357 6,982 6,666

0～14歳 2,078 1,972 1,788 1,693 1,661 1,620 1,558

14,259 13,887 13,740 13,516 13,215 12,860 12,480 
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合計 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

85歳以上 5% 5% 6% 8% 9% 9% 9%

75～84歳 8% 10% 12% 11% 10% 10% 12%

65～74歳 13% 12% 11% 11% 13% 14% 13%

15～64歳 59% 58% 58% 58% 56% 54% 53%

0～14歳 15% 14% 13% 13% 13% 13% 12%
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○ 聖籠町の人口は、2025年から2040年までの15年間で約0.6千人（全体の約５%）減少すると推計されている。 

○ 一方、85歳以上の人口は、同期間で約0.5千人増加し、2040年頃にピークを迎える推計となっている。
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参考 関川村の人口

参照：国勢調査（総務省）、『日本の地域別将来推計人口』（令和５（2023）年推計）（国立社会保障・人口問題研究所）

参考：年齢別の割合

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

総数 5,144 4,541 4,024 3,543 3,096 2,684 2,300

85歳以上 575 509 456 483 504 483 445

75～84歳 710 733 780 713 622 517 447

65～74歳 934 849 730 602 515 462 388

15～64歳 2,458 2,070 1,750 1,501 1,248 1,048 874

0～14歳 467 380 308 244 207 174 146
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合計 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

85歳以上 11% 11% 11% 14% 16% 18% 19%

75～84歳 14% 16% 19% 20% 20% 19% 19%

65～74歳 18% 19% 18% 17% 17% 17% 17%

15～64歳 48% 46% 43% 42% 40% 39% 38%

0～14歳 9% 8% 8% 7% 7% 6% 6%
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○ 関川村の人口は、2025年から2040年までの15年間で約1.4千人（全体の約32%）減少すると推計されている。 

○ 85歳以上の人口は、同期間で微減～横ばいで推移する推計となっている。
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参考 粟島浦村の人口

参照：国勢調査（総務省）、『日本の地域別将来推計人口』（令和５（2023）年推計）（国立社会保障・人口問題研究所）

参考：年齢別の割合

（人）

○ 粟島浦村の人口は、 2025年から2040年までの15年間で約0.1千人（全体の約28%）減少すると推計されている。 

○ 85歳以上の人口は、同期間で減少傾向で推移する推計となっている。

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

総数 353 303 275 245 218 202 189

85歳以上 31 31 28 19 23 22 20

75～84歳 56 39 42 43 36 28 15

65～74歳 59 63 48 38 20 17 22

15～64歳 165 137 116 106 105 103 101

0～14歳 42 33 41 39 34 32 31
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合計 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

85歳以上 9% 10% 10% 8% 11% 11% 11%

75～84歳 16% 13% 15% 18% 17% 14% 8%

65～74歳 17% 21% 17% 16% 9% 8% 12%

15～64歳 47% 45% 42% 43% 48% 51% 53%

0～14歳 12% 11% 15% 16% 16% 16% 16%
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